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を示 さ考い ¢ そ こで振動子系の平衡状態への近接は非線型項の存在によって保
証 され るものと考えられていた｡しかしこれは少 くとも十般的に正しくはない｡
これは一次元鎖の振動についてFermi等 (1955)が計算機で調べて明かにさ
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がある｡ D′はある定数で,運動が静止 した ときの粒子間の距離を与え る｡ ま
た
a･ 三 taeb(D-D'J
である｡Aは粒子数で測 19た波長 , Vは振動数で分散関係
2KJ = aJb, 1mIsn2(2VA)- 1+惹)-ち
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か らわかるように,b- 0,a･-oD,a｢b- γ-一定の極限をとれば K一一>0で
有限振幅も与えられる｡線型の極限では,
k2.27r
rn-D′= ~盲6-弧 了 U`OB2才(y七一号 ) ,
符
2万y = 2V'W m siB了











E-∈(言 一七) , r- C3t ただし 8- -Db
とおくと !G7≪ 1 のとき
n=
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2c c o D
に対して Korteweg-a-eVriesの方程式
nT十n聖ニ 8ー2nEEf (82-J/24C喜 )
が成 り立つ ｡ この式は最近,電子計算機によりて吟味された ｡ その結果 soliT
ton(801itary waveの解 )が独立に安定 して運動することが示されたの






















となる｡したがってこの場合.定数 Bは剛体球の運動 エネルギーに比例 してい
る ｡
この極限移行によって得られる剛体球系の ｢規準運動 ｣は例のようなもので
ある.例えば波長 A- 3の疫を考えると, Cを整数 として,`ある瞬間には 3e
番 目の粒子は右方-ある速度 Ⅴで動き,32+1,36+2番目の粒子は盲 Ⅴの確
度で左方へ移動 している｡剛体球は衝突の際に速度を交換するから,各球の位




剛体球系の solitarywaveあるいは solitonの表現が得 られ る｡これを列
車のダイヤのように表わす と,各粒子がすべてとま?てし1ることを表わす等間
隔の縦線 と･これらを.iざるななめの一本の線によって与えられる o ななめの
一束の線が 1個の EiOlitonである｡このように soliton は独立な単位とし
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非線型鎖の理論 として,なお多 くの拡張が望 まれるOその主なものは ElJ
ここで扱 V'た解の安定性の吟味8 (2I定常波の解 o (3)外力に対する運動励
起 (応答 )5oJf4億 ね合わせの原理に相当する非線型｢般論 O
これらの問題は将来に期待しなければならないが,計算機に よる吟味も有力
な手段になるであろう｡定常波の解に対 しては計算機 によってその安定性 が確




が ,解の安定性 と平衡状態への近接,エルゴ- トの問題など,統計力学的にも
非線型鎖の模型は広 く利用 されるものと思 う｡
文 献
1)I.Ford_,I.Waters,I.Mach.Phy8.4 1293(1963)
2)E._冒.Lie13,D.C.Ma皿1is M`athema′tical Physicsin One
.Dim(〕nsipnl A(jad_.Press･(1966)
2)J.Fordl,J.Ma亮h,Phys.2 387(1961)
E.A.Jackson,J.Math,PhyLq.4 551,686(1963)
J.Waters,J.Ford_J.Ma.七h,P王lyS.7 399(1966)==
3)M･Toaa,J･Phys･Soc･Japan旦旦 431(1967)
4)N･J･Za~busky-IM･〇･Kruskal ‡)吋 S･Rev･Letters土星240
(1965)
5)I.班.Bassett EVl.H.Pryce Pays.Rev.150640(1966)
-B26-
